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一般会計   市の行政運営に　 使われる一般的な経費です。

歳出
総額 459億2,566万円

23億4,754万円（5.4%）増前年度比

消防費
22億3,415万円（4.9%）

衛生費
34億8,329万円（7.6%）

公債費
37億6,824万円（8.2%）

教育費
43億7,878万円（9.5%）

総務費
77億5,500万円（16.9%）

土木費
39億2,212万円（8.5%）

民生費
189億9,592万円（41.4%）

その他
13億8,816万円（3.0%）

¥23,161衛生費

道路や施設を建設するための
借入金の元金や、利子の支払
いに要する経費

¥25,056公債費

健康診断などの保健衛生やご
み処理などに要する経費

¥14,855消防費

消防や災害対策に要する経費

¥9,230その他

市議会運営に要する「議会費」
や農業振興に要する「農林水
産業費」などの経費

市民1人当たりに使われ　  た費用 合計305,369円

平成21年 132億5,237万円
（+57億4,355万円）

高齢化などの影響により、10年
前と比較して、民生費が約57
億4,355万円増加しました。

市の財政状況を公表します
　歳入は、新築家屋の増加により固定
資産税が増額になった一方、米中貿易
摩擦などの影響により法人市民税が減
額となりました。
　歳出は、「第4次狭山市総合計画前期
基本計画」に基づき、さまざまな行政
課題に応える事業を進めました。その
結果、総務費が入曽地区地域交流施設

整備工事により、民生費が幼児教育・保
育の無償化に伴う給付費などにより
増額となりました。全体では、歳入総
額464億5,786万円、歳出総額459億
2,566万円となりました。
　歳入から歳出を差し引いた額､5億
3,220万円は、令和2年度に繰り越し
ました。

令和元年度一般会計決算の概要

問合せ　財政課へ内線7112

　令和元年度決算と令和2年度上半
期の予算や財産、基金の状況を公表
します。
日時　令和3年1月31日㈰まで
場所　市役所1階情報公開コーナー、
地区センター (入曽地域交流センタ
ーを含む）、図書館
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決算報告
令和元年度 　市民の皆さんが納めた税金がどのように使われて

いるのかをお伝えするために、市公式ホームページ

など、さまざまな方法で予算の執行状況や決算を公

表しています。今月は令和元年度の一般会計の決算

の概要と、実施した主な事業をお知らせします。

一般会計   市の行政運営に　 使われる一般的な経費です。

歳入
総額 464億5,786万円

11億3,555万円（2.5%）増前年度比

地方交付税
21億5,853万円（4.7%）

市債
23億6,779万円（5.1%）

その他
40億2,671万円（8.6%）

繰越金
17億4,419万円（3.8%）

繰入金
17億9,469万円（3.9%）

地方消費税交付金
27億5,838万円（5.9%）

県支出金
30億2,115万円（6.5%）

国庫支出金
67億4,712万円（14.5%）

市税
218億3,930万円（47.0%）

¥126,308民生費

高齢者や障害者などの福祉に
要する経費

¥51,565総務費

庁舎・財産の管理や一般事務
などに要する経費

¥29,115教育費

学校教育や生涯学習に要する
経費

¥26,079土木費

道路の建設や公園の整備など
のまちづくりや市営住宅の管
理に要する経費

市民1人当たりに使われ　  た費用 合計305,369円

平成21年 228億5,318万円
（△10億1,388万円）

歳入のおよそ半分を占める市
税は、人口の減少などにより、
10年前と比較して、約10億
1,388万円減少しました。




